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岡
垣
で
初
め
て
電
灯
が
灯
っ
た
の
は

大
正
時
代
で
あ
る
。

　

日
本
に
お
け
る
電
灯
の
歴
史
は
、
明

治
11（
１
８
７
８
）年
３
月
25
日
に
工
部

大
学
校（
現
東
京
大
学
工
学
部
）の
教
師

エ
ル
ト
ン
ら
に
よ
り
、
電
信
中
央
局
の

開
業
祝
宴
会
場
に
グ
ロ
ー
ブ
電
池
を
使

用
し
て
フ
ラ
ン
ス
製
ア
ー
ク
灯
を
点
灯

し
た
こ
と
に
始
ま
る
。
こ
の
日
を
記
念

し
て
、
毎
年
３
月
25
日
が
電
気
記
念
日

と
し
て
定
め
ら
れ
た
。

　

日
本
で
最
初
の
電
気
会
社
は
、
明
治

19（
１
８
８
６
）年
創
立
の
東
京
電
灯
会

社（
現
東
京
電
力
）で
あ
る
。
同
社
は

翌
年
１
月
に
移
動
式
石
油
発
動
機
を
使

い
、
鹿
鳴
館
で
白
熱
電
灯
を
点
灯
し
て

い
る
。
そ
れ
ま
で
の
白
熱
電
灯
は
外
国

製
で
あ
っ
た
が
、
明
治
22（
１
８
８
９
）

年
に
藤
岡
市
助
が
国
産
初
の
白
熱
電
灯

の
製
作
に
成
功
し
た
。
フ
ィ
ラ
メ
ン
ト

は
竹
製
で
あ
っ
た
。

　

九
州
で
は
、
明
治
24（
１
８
９
１
）

年
７
月
に
創
立
さ
れ
た
熊
本
電
灯
会
社

（
九
州
電
力
の
前
身
）が
最
初
の
電
灯
会

社
で
あ
る
。
し
か
し
、
九
州
で
最
初
に

電
灯
が
点
灯
さ
れ
た
の

は
博
多
で
あ
る
。
九
州

鉄
道
会
社
開
通
式
の
際

に
、
東
京
電
灯
が
移
動

式
発
電
機
を
持
ち
回
り

し
て
電
灯
の
普
及
宣
伝

を
し
た
。
そ
の
後
、
明

治
29（
１
８
９
６
）年
に

博
多
電
灯
会
社（
後
の

東
邦
電
力
）が
設
立
さ

れ
た
。
こ
の
後
、
九
州

で
は
数
多
く
の
電
灯
会

社
が
設
立
さ
れ
た
。

　

岡
垣
で
は
、
大
正
４

（
１
９
１
５
）年
12
月
に

岡
垣
村
全
区
に
電
灯
を

設
置
す
る
こ
と
が
決
ま

り
、
吉
木
区
で
は
大
正

７（
１
９
１
８
）年
１
月

か
ら
工
事
が
始
ま
っ
た
。

同
年
３
月
14
日
に
吉
木

区
、
海
老
津
区
、
高
倉
区
で
同
時
に
電

灯
が
灯
っ
た
。
岡
垣
で
最
初
に
電
灯
が

灯
っ
た
日
で
あ
る
。
日
本
で
最
初
に
電

灯
が
灯
っ
た
日
か
ら
40
年
後
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

　

岡
垣
町
史
に
は
、
吉
木
区
に
初
め
て

電
灯
が
灯
っ
た
こ
ろ
の
様
子
が
次
の
よ

う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
大
正
七
年
三
月
十
四
日
㈭
晴
・
・
・

今
夜
初
め
て
電
灯
が
つ
い
た
。
座
敷
が

十
六
燭
、
台
所
が
十
燭
、
隠
居
が
十
燭
、

何
処
も
明
り
煌
々
と
し
て
い
る
。
顧
み

れ
ば
当
区
に
初
め
て
電
柱
を
建
て
た
の

は
一
月
五
日
、
幹
線
を
張
っ
た
の
が
一

月
十
七
日
、
各
戸
に
電
灯
の
取
付
け
を

し
た
の
は
二
月
一
日
で
、
自
分
宅
等
の

組
合
は
取
付
け
が
少
し
遅
れ
て
二
月
十

四
日
な
れ
ど
、
点
灯
は
海
老
津
・
髙
倉
・

当
区
を
通
じ
て
一
様
に
今
夕
か
ら
で
あ

る
。
こ
の
電
灯
が
つ
い
た
の
で
、
仕
事

を
す
る
の
に
都
合
が
良
い
。
子
供
等
も

電
灯
が
つ
い
た
の
で
、
思
わ
ず
夜
更
か

し
を
し
て
い
る
。・
・
・
」（
伊
藤
日
記
）

　
こ
の
日
記
の
中
に
出
て
く
る「
燭し

ょ
く
」と

は
光
度
の
単
位
の
こ
と
で
、
蝋ろ

う
そ
く燭
１
本

の
光
度
か
ら
き
て
い
る
。

　

電
灯
が
導
入
さ
れ
る
ま
で
の
一
般
家

庭
の
照
明
は
、
主
に
石
油
ラ
ン
プ
が
使

用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
石
油
ラ
ン
プ
は
、

使
用
中
に
ガ
ラ
ス
製
の
ほ
や
に
煤
が
つ

く
た
め
、
こ
れ
を
落
と
す
掃
除
が
必
要

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ラ
ン
プ
掃
除
は
、
当
時
の
子
ど

も
た
ち
の
日
課
と
な
っ
て
い
た
が
、
電

灯
の
導
入
に
よ
り
解
放
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
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▲電灯の利便性を知らせる宣伝チラシ（「九州電力 10 年史」より）
●電灯は夕刻になると自然に灯る装置なのでマッチがいらない●掃除する手間
がいらない●物に触れても火が移らず火災の心配がない●風により吹き消さ
れることがない　などと書かれている
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